
近
世
中
頃
の
中
国
地
方
山
間
部
に
お
け
る
格
助
詞
ノ
と
ガ
の
用
法

―
―

「
石
見
方
言
茶
話
」
「
田
植
歌
」
の
考
察
か
ら
―
―

彦

坂

佳

宣

一
、
本
稿
の
目
的

本
稿
は
、
中
国
地
方
山
問
部
の
近
世
期
方
言
資
料
二
種
に
つ
い
て
、
格
助

詞
ノ

・
ガ
の
用
法
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
中
央
か
ら
離
れ
、
し
か
も
山

間
部
に
あ
り
な
が
ら
、
か
な
り
近
代
的
な
様
相
が
見
ら
れ
る
点
が
注
Ｈ
さ
れ

る
ｃ
今
後
の
課
題
と
な
る
全
国
規
模
の
格
助
詞
ノ

・
ガ
の
用
法
の
分
布
解
釈

に
も
、
地
方
的
な
例
と
し
て
参
考
に
な
る
じ

中
央
語
を
主
と
す
る
国
語
史
で
の
格
助
詞
ノ
　
ガ
の
歴
史
は
、
近
畿
方
言

は
古
代
か
ら
、
江
戸
語
は
近
世
か
い
の
模
様
が
判
明
し
て
い
る
ｃ
い
わ
ゆ
る

古
代
語
で
は
、
表
現
性
の
面
は
大
野
晋

（
一
九
七
七
）
な
ど
の
研
究
か
ら
ノ

ガ
の
承
け
る
名
詞
に
外

・
内
の
扱
い
の
区
別
が
あ
り
、
壽
岳
章
子

（
一
九

五
人
）
の
説
く
よ
う
に
中
世
に
は
尊
卑
の
表
現
に
関
与
し
た
と
さ
れ
る
ｃ

一
方
、
文
法
面
は
、
通
説
で
は
ノ
　
ガ
と
も
連
体
格
を
基
本
と
し
て
名
詞

（句
）
同
士
を
結
ぶ
用
法
か
ら
主
格
用
法
が
派
生
し
、
や
が
て
ノ
と
ガ
が
連

体
格
と
主
格
表
示
に
分
化
す
る
ｃ
ノ

・
ガ
の
主
格
用
法
は
か
つ
て
従
属
節
内

で
は
表
示
さ
れ
、
独
立
文
で
は
ゼ
ロ
表
示
で
あ

っ
た
が
、
や
が
て
ガ
を
主
と

す
る
独
立
文
の
主
格
表
示
も
現
れ
、
お
よ
そ
近
世
期
に
は
近
代
語
的
な
ノ
連

体
格
　
ガ
主
格
の
用
法
が
確
立
す
る
と
さ
れ
て
い
る

（桑
山
俊
彦

（
一
九
七

六
　

一
九
七
九
）
、
ま
た
ガ
主
格
文
の
史
的
研
究
は
山
田
昌
裕

（二
〇

一
〇
）

な
ど
）ｃ

こ
れ
に
対
し
、
方
言
を
含
む
日
本
語
の
今
日
的
な
模
様
は

『方
言
文
法
全

国
地
図
』

（以
下
、
Ｇ
Ａ
Ｊ
と
略
称
）
に
関
連
図
が
あ
り
、
文
法
面
で
は
、

例
え
ば
第

一
図

「
雨
が
降

っ
て
き
た
ｃ
」
（日
立
国
語
研
究
所
編
）
で
独
立
文

の
主
格
用
法
を
見
る
と
、
お
よ
そ
東
北
地
方
や
中
部
地
方
日
本
海
側
な
ど

は
、
古
代
語
の
延
長
で
あ
ろ
う
、
概
し
て
ゼ
ロ
表
示
、
関
東
地
方
以
西
は
ほ

ぼ
ガ
が
表
示
さ
れ
、
東
西
差
が
強
い
。　
一
方
、
表
現
面
で
は
、
尊
卑
表
現
に

関
連
す
る
区
別
が
西
日
本
だ
け
、
九
州
の

一
部
か
ら
沖
縄
に
か
け
て
の
末
端

に
認
め
ら
れ
る
ｃ
従
属
節
の
主
格
表
示
は
、
例
え
ば
Ｇ
Ａ
Ｊ
準
備
調
査
の

『日
本
言
語
地
図

（表
現
法
篇
運

第
六
図

「
雨
の‐
降
る
日
」
で
は
、
中
央
の

近
畿

・
関
東
で
の
ガ
の
分
布
に
対
し
、
地
方
で
は
な
お
ノ
が
残
り
や
す
い
。

名
詞

（句
）
同
士
を
結
ぶ
ノ
の
連
体
格
と
し
て
の
構
文
規
制
が
、
内
部
に
主

一



格
表
示
を
含
む
連
体
修
飾
節
の
領
域
に
も
な
お
強
く
存
続
す
る
た
め
で
あ

）た（″́
）こ

の
複
雑
な
全
国
分
布
の
模
様
は
、
井
上
史
雄

（
一
九
九
二
）
も
言
及
す

る
よ
う
に
、
言
語
地
理
学
に
よ
る
分
布
解
釈
だ
け
で
は
う
ま
く
説
明
で
き
な

い
。
そ
こ
で
、
各
地
の
過
去
の
方
言
資
料
の
考
察
を
積
み
重
ね
、
で
き
る
だ

け
か
つ
て
の
面
的
な
分
布
模
様
を
組
み
立
て
、
そ
の
上
で
今
日
の
分
布
と
重

ね
合
わ
せ
た
解
釈
が
必
要
で
あ
る
．
本
稿
は
こ
う
し
た
意
図
の
も
と
に
、
中

国
地
方
の
近
世
期
の
模
様
を
考
え
て
み
る
の
で
あ
る
．

二
、
資
料
と
方
法
―
近
世
中
頃
の
中
国
地
方
の
二
資
料

過
去
の
地
域
方
言
の
実
態
を
知
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
幸

い
中
国
地
方
山

問
部
の
資
料
が
知
ら
れ
て
い
る
ｃ
「
石
見
方
言
茶
話
」
と

「
田
植
歌
」
で
あ

フ
０

（
）「

石
見
方
言
茶
話
」
（以
下
、
「
方
言
茶
話
し

は
、
米
谷
隆
史

（
二
〇
〇

四
）
の
紹
介
と
考
察
が
あ
る
．́
主
と
し
て
こ
れ
に
よ
り
、
適
宜
、
資
料
本
文

を
参
照
し
て
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
　
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子

大
学

「佐
藤
茂
文
庫
」
蔵
、
外
題
は

「
石
見
　
方
言
茶
話
」
、
内
容
は

「
方

言
茶
話
」
と

「
肥
後
方
言
茶
談
」
と
を
含
む

，
全
体
の
書
写
は

「
安
永
九

年
」
２
一九
ウ
）
と
あ
り
、
「方
言
茶
話
」
は

「安
永
乙
米

（安
永
四
年
―

一

七
七
五
）
ネ
ニ
月
十
四
Ｈ
」
（序
文
末
）
、
「仰
誓
戯
述
」
（巻
首
題
下
）
と
あ

り
、
序
文
に
よ
れ
ば
、
石
見
の
浄
泉
寺

（現
　
島
根
県
邑
南
町
市
木
）
に
四

十
四
歳
か
ら

「
浄
泉
寺

二
寺
務
タ
ル
事
卜
年
」
の
時
に

「
法
語
茶
談
」
の

二

「
国
辺
ノ
士
女
ノ
キ

ヽ
ヤ
ス
カ
ラ
シ
メ
ン
」
も
の
と
し
て
作
成
し
た
の
を
、

き
わ
め
て
近

い
時
期
に
書
写
し
た
資
料
で
あ
る
ｃ
仰
誓
は
上
方
出
身
な
が

ら
、
地
方
的
な
生
活
も
長
く
、
中
国
地
方
に
も
住
み
慣
れ
、
石
州

・
安
芸
で

の
法
談
活
動
を
通
し
て
多
く
の
地
域
方
言
語
者
と
接
し
た
経
験
を
も
つ
よ
う

で
あ
る
ｃ
内
容
は
、
信
心
の
大
切
さ
を
旦
那
寺
の
住
職
と
そ
の
信
者
と
の
対

話
で
語
る
も
の
で
あ
り
、
全
体
が
話
し
言
葉
的
な
筆
致
、
表
記
は
漢
字
カ
タ

カ
ナ
交
じ
り
文
、
さ
ら
に
多
く
の
振
り
仮
名
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。
と
く

に
カ
タ
カ
ナ
に
よ
る
振
り
仮
名
が
方
言
的
な
発
音
形
式
を
示
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
、
こ
の
点
を
重
視
し
た
い
。
作
成
地
域
や
時
期
が
明
ら
か
で
、
近
世

中
頃
の
中
国
地
方
山
間
部
の
方
言
資
料
と
し
て
き
わ
め
て
有
用
な
も
の
で
あ

る
．こ

の
資
料
の
言
語
的
性
格
は
米
谷
氏
に
よ
っ
て
順
次
、
公
に
さ
れ
る
は
ず

で
あ
る
が
、
た
ま
た
ま
気
づ
い
た
だ
け
で
も
、
自
在
な
振
り
仮
名
に
よ
っ
て

多
彩
な
発
音
や
諸
形
式
を
表
し
、
語
法
で
は
、
断
定
ジ
ャ
と
ダ
の
混
在
、
理

由
の
ケ
ン
　
ケ
ー
類

（彦
坂

（
二
〇
〇
五
）
に
ふ
れ
た
）
、
推
量
の
助
動
詞

ロ
ー
、
助
詞
と
前
項
と

の
融
合
、
但
言
で
は

「
ミ
テ
ル

（
「
尽
き

る
」

立し

し

「
ミ
ヤ
ス
イ

（「平
易
」
意
）
「
フ
ト
イ

（「大
」
意
）
な
ど
多
彩
で
あ

る
．
そ
の
諸
事
象
は

一講
座
方
言
学
』
（国
書
刊
行
会
）
の
中
国
地
方
の
模

様
と
の

一
致
点
も
き
わ
め
て
多
く
、
有
用
な
方
言
資
料
で
あ
る
こ
と
は
疑
い

な
い
、
た
だ
し
、
振
り
仮
名
で
な
く
本
文
は
、
い
く
ら
か
標
準
的
な
こ
と
ば

で
記
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い

次
に

「
田
植
歌
」
は
、
安
芸
　
石
見
地
方
に
謡
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
諸

本
を
含
め
中
世
歌
謡
と
し
て
の
考
察
が
進
ん
で
い
る
　
言
語
面
で
は
山
内
洋



一
郎

（
一
九
七
二
）
が
あ
る
，^
資
料
性
に
つ
い
て

「
言
語
事
象
が
中
世
色
と

近
世
色
の
双
方
を
含
む
上
に
、
方
言
色
も
濃
く
見
え
る
」
（
い
ま

一
九

人
九

に
よ
る
、
二
四
三
頁
）
と
し
、
国
語
史
と
方
言
の
問
題
を
か
ら
め
て
研
究
し

「文
法
面
で
は
江
戸
初
期
を
基
調
に
し
て
い
る
と
言
う
べ
き
」
と
概
括
し
て

い
る
こ
ノ
と
ガ
に
つ
い
て
は
他
の
助
詞
も
含
め
古
代
か
ら
近
代
語

へ
の
過
渡

的
様
相
と
し
て
い
る
が
、
詳
し
い
考
察
は
見
ら
れ
な
い
）^

い
ま
、
本
文
を

『新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
六
二
に
よ
り
考
察
を
進
め

る
．
本
文
は
確
定
し
が
た
い
形
式
も
あ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
こ
の
校
訂
本
文
に

従
う
こ
原
資
料
は
所
在
不
明
な
が
ら
転
写
本
二
種
の
違
い
は
僅
か
と
の
こ
と

で
あ
る
ｃ

問
題
は
山
内
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
書
写
が
近
世
後
期
と
推
定
さ
れ
、
遅

い
こ
と
で
あ
る
。
他
本
を
加
え
た
対
校
も
あ
る

（友
久
武
文
編

『校
本
田
植

草
紙
』
『同

・
続
編
し

が
、
伝
承
資
料
の
せ
い
で
比
較
の
有
効
性
は
期
待
薄

で
あ
る
〉^
本
文
に
疑
念
の
あ
る
場
合
は
、
『校
本
田
植
草
紙
』
の
諸
本
の
か

な
り
に
共
通
す
る
形
を
重
視
す
る
が
、
や
は
り
特
定
の
時
代
の
こ
と
ば
と
は

言
え
な
い
点
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
ｃ

な
お
、
田
植
歌
の
活
動
は
、
安
芸
　
石
見
の
山
間
地
域
と
さ
れ
る
が
、
主

要
地
の
ひ
と

つ
が
安
芸
北
東
部
の
大
朝
で
あ
る
ｃ　
一
方
、
「
方
言
茶
話
」
の

作
成

・
書
写
さ
れ
た
石
見
国
東
南
の
市
木
は
、
大
朝
か
ら
国
境
を
隔
て
直
線

に
し
て
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
度
、
そ
し
て
両
地
は
古
く
か
ら
の
街
道

「
浜
田

道

（広
島
―
浜
田
と

沿

い
で
あ
る
ｃ
両
資
料
の
基
の
こ
と
ば
は
か
な
り
共

通
度
の
高

い
方
言
で
あ

っ
た
と
推
測
さ
れ
る
ｃ

以
上
の
よ
う
に
、
二
資
料
は
そ
れ
ぞ
れ
問
題
を
抱
え
る
が
、
地
域
が
近

近
世
中
頃
の
中
国
地
方
山
間
部
に
お
け
る
格
助
詞
ノ
と
ガ
の
用
法

く
、
楽
観
的
な
が
ら
、
両
者
に
共
通
す
る
模
様
が
現
れ
れ
ば
ほ
ぼ
近
世
中
頃

な
い
し
そ
れ
以
前
の
様
相
と
想
定
し
て
考
え
て
み
る
こ

三
、
二
資
料
の
ノ
と
ガ
の
考
察

以
下
、
説
明
に
あ
た

っ
て
は
、
原
文
を
尊
重
す
る
場
合
は

「　
」
に
入
れ

て
記
す
。
表
記
は
振
り
仮
名
が
多
く
、
そ
れ
が
主
た
る
方
言
的
な
形
式
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
な
る
べ
く
原
文
ど
お
り
振
り
仮
名
も

つ
け
て
お
く
が
、
用

例
の
中
心
と
な
る
部
分
以
外
は
省

い
た
箇
所
も
あ
る
こ
用
例
の
所
在
は
、

「
方
言
茶
話
」
は
丁
数
、
「
田
植
歌
」
は
新
古
典
大
系
本
に
つ
け
ら
れ
た
歌
番

号
と
す
る
３
用
例
の
表
記
は
考
察
の
支
障
に
な
ら
な
い
範
囲
で
読
み
や
す
さ

を
考
え
て
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
ｃ

〓
Ｔ

一
、
「方
言
茶
話
」
の
考
察

１
　
連
体
格
の
用
法
の
整
理

ま
ず
、
連
体
格
用
法
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
ｃ
こ
こ
で
の
問

題
は
、
ガ

・
ノ
の
取
り
立
て
る
名
詞

（句
）
の
内

・
外
の
扱
い
、
な
い
し
尊

卑
の
点
で
あ
る
こ
そ
こ
で
、
ま
ず
代
名
詞
を
と
り
あ
げ
、
次
に
神
仏
　
人
名

な
ど
尊
卑
に
敏
感
な
語
旬
、
次
に
そ
の
他
の
名
詞
類
を
点
検
す
る
３

用
例
数
　
　
ユ則
項
語
句

ガ
　
　
‐８
　
　
　
　
代
名
詞
　
一
人
称
５

（う
ち
、
傍
記

「
が
」
１
含

む
）

三



準
体
句

‥
１３

（「準
体
句

＋
が
や
う
に
し

ノ
　
　
多
数
　
　
　
代
名
詞

　
一
人
称
　
私
共
　
１

（た
だ
し
、
本
文

「
ノ
」
に
振
仮
名

「
ガ
し

二
人
称
　
６

神
仏

。
人
物
な
ど
　
２０
余

一
般
名
詞

‥
多
数

ガ
の
取
り
立
て
る
語
句
　
　
先
に
ガ
の
取
り
立
て
る
語
句
を
見
る
、．
そ
の
特

徴
は
、
極
め
て
限
い
れ
た
も
の
で
あ
る
．

ま
ず
、
代
名
詞
類
は

一
人
称
の
み
の

「
ウ
ラ

・
ウ
ラ
マ
　
ウ
ラ
ラ
」
の
計

４
例
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
３
例
は
ガ
に
続
い
て

「
ヽ
が
や
う
な
／
に
」
型
で

固
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
次
の
例
か
ら
も
、
そ
の
待
遇
は
さ
し
て
高

い
も

の
で
は
な
い
ｃ

Ｏ
ド
ウ
デ
引
引

マ‐
ガ
ヤ
ウ
ナ
、
ズ
イ
ノ
ワ
ル
イ
人
間
ハ
一
卜
月
ノ
ウ
チ

ニ
エ
イ
ヤ
ラ
ヤ
ツ
ト

一
度
カ
ソ
コ
ラ
寺
参
リ
ス
ル
カ
セ
ヌ
カ
ト
云
タ

ヤ
ウ
ナ
事
ン
デ
ハ
ナ
カ
ノ
ヽ
極
楽

ヘ
ハ
マ
ヒ
ラ
レ
マ
イ
カ
ラ
　
九
オ

信
者

（
の

一
人
称
例
）
↓
住
職

他
は
、
次
の
例
で
あ
る
＾
「
ウ
ラ
ラ
」
の
例
で
あ
る
が
、

○
私
共
ノ
マ
ハ
リ
ハ
、
家

毎

二
交

と
疱
看
人
衆
ガ
ゴ
ザ
リ
マ
シ
テ

四
オ

■
の

一
人
称

「
私
共
」
に
続
く
格
助
詞
は
、
本
文

「
ノ
」
の
傍
訓
に

「
ガ
」

が
同
筆
で
添
え
ら
れ
て
い
る
＾
こ
れ
は

「私
共
」
は
ノ
で
承
け
る
こ
と
が
標

準
で
あ
り
、
し
か
し
方
言
口
調
で
は

「
ウ
ラ

ヽ
冽
」
と
ガ
で
承
け
る
こ
と
が

四

通
常
と
す
る
意
識
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
ｃ
そ
し
て
ガ
の
承
け
る
代
名
詞

が
す
べ
て

一
人
称
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
ひ
と
ま
ず
ガ
は
尊
卑

の

「卑
」
の
表
現
性
が
あ
る
と
見
て
お
く
。

な
お
、
次
の
例
は
連
体
格
か
主
格
か
明
確
で
な
い
の
で
保
留
す
る
〉^
信
者

が
自
分
の
こ
と
を

「
ぢ
ゞ
」
と
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
連
体
格
の

よ
う
に
思
う
が
、
後
述
の
よ
う
に
ガ
が
独
立
文
の
主
格
に
も
よ
く
進
出
し
て

い
て
、
主
格
の
可
能
性
を
捨
て
き
れ
な
い
ｃ
仮
に
連
体
格
と
す
れ
ば
、
中
世

的
な
卑
下
例
と
考
え
ら
れ
、
主
格
と
す
れ
ば
独
立
文
に
ガ
が
現
れ
る
近
代
語

的
な
例
と
な
る
ｃ

Ｏ

コ
レ
判
剣
ガ
ミ
ヤ
ゲ
ニ
焼
餅
上
ケ
マ
シ
ヨ
　
信
者
↓
寺
の
新
発
意

四
オ

次
に
、
頻
繁
に
現
れ
る
、
準
体
句
を
承
け
る
例
が
あ
る
　^
こ
れ
は

「
準
体

句

＋
が
や
う
に
／
な
」
型
の
慣
用
句
的
な
表
現
に
現
れ
る
。　
一
方
の

「
Ш
植

歌
」
で
も
頻
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
地
の
日
常
方
言
の
可
能
性
が
あ
る
．

Ｏ
Ｈ
ヲ
開
テ
見
タ
レ
ハ
夢
ノ
引

メ‐

フレ‐
川
ヤ
ウ
ニ
赫

ヽ
然
卜
刑
明
ナ
仏
ニ

ナ
リ
ー
　
・人
オ

本
文
と
振
り
仮
名
部
分
に
あ
り
、
頻
用
の
様
が
窺
え
る
。
た
だ
、
こ
の
よ
う

な
準
体
句
は
ガ
の
み
が
承
け
、
ノ
は
承
け
ら
れ
な
い
の
で
、
ノ
と
ガ
の
用
法

の
比
較
例
と
は
な
ら
な
い

以
上
、
連
体
格
の
ガ
の
前
項
の
用
例
は
少
な
く
、
さ
し
て
待
遇
の
高
く
な

い

一
人
称
の
場
合
は

「卑
」
的
な
表
現
性
の
可
能
性
が
あ
る
と

一
応
考
え
て

お
く
ｔ

ノ
が
取
り
立
て
る
語
句
　
　
代
名
詞
は
二
人
称
に
限
ら
れ
、
そ
れ
も
や
や
待



遇
価
の
高

い

「
ア
ナ
タ

・
ア
ン
タ

・
コ
ナ
タ
」
の
類
で
あ
り
、
ガ
の

「
卑
」

的
に
対
し
て

「尊
」
的
な
傾
向
が
あ
る
。
ア
ナ
タ
類
は
上
方
語
で
は
近
世
前

期
に
は
珍
し
く
、
中
期
以
後
と
く
に
後
期
に
盛
行
す
る
も
の
で
あ
り

（山
崎

久
之

（
一
九
六
三
）
第
二
編
第
二
章
）
、
こ
の
地
域
で
の
使
用
は
か
な
り
早

い
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
。
す
る
と
、
仰
誓
の
標
準
語
的
な
使
用
を
疑
う
必
要

が
あ
り
、
次
の
第

一
例
の
信
者
か
ら
住
職
に

「
ア
ナ
タ
」
（五
ウ
）
と
す
る

例
は
そ
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
住
職
か
ら
信
者
に
ナ
↓
ン
を
経
た

「
ア
ン

タ
」
（九
ウ
）
、
同
じ
く
第
二
例

「
其
方
達
」
の
振
り
仮
名
と
し
て

「
ア
ン

タ
」
、
同
じ
く
第
三
例

「
コ
ン
タ
」
な
ど
を
見
合
わ
せ
る
と
、
ア
ナ
タ
類
が

方
言
と
し
て
も
あ

っ
た
と
考
え
あ
れ
る
と
思
う
。

○

コ
レ
ハ
列
引
列
冽
御
側

へ
用
捨

ニ
ゴ
サ
リ
マ
ス
ガ
耳
ガ
遠
ケ
エ
御

ユ

ル
シ
ナ
サ
レ
テ
下
サ
リ
マ
セ
ｌ
ｃ
五
ウ
　
信
者
↓
住
職

○
到
刻
週
の
処

ヘ
モ
細
々
他
所
ノ
法
談

僧

モ
来
デ
ア
ラ
フ
ケ
ニ

九
ウ
　
住
職
↓
信
者

コ
ナ
タ
類
も
ま
だ

い
く
ら
か
高
い
待
遇
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

○
ナ
マ
ジ
井

ニ
コ‐

ン‐
列
冽
ヤ
ウ
ニ
、
チ
ツ
タ
ー
後
生
心
ロ
モ
ル
ノ
ニ
聴

聞
モ
セ

ゝ
リ
ク
サ
ー
テ
、
ミ
ー
ヤ
ス
イ
御
ス
ゝ
メ
ヲ
合
占
メ̈
サ
レ
ズ

‥
　

一
二
オ
　
住
職
↓
信
者

次
に
、
待
遇
に
関
連
深
い

「神
仏

・
人
」
な
ど
で
敬
意
あ
る
も
の
に
ノ
が

多

い
ｃ
「如
来
様
」
「神
仏
」
「
お
師
匠
様
」
な
ど
が
あ
り
、

○
阿
弥
陀
如
来
様
刻
御
慈
悲
ン
テ
永
不
成
仏
卜
諺
名
ヲ
付
ラ
レ
タ
ワ
レ

′
ヽ

一
切
ノ
諸
仏
ニ
ハ
　
　
七
オ

ま
た
固
有
名
詞
も
あ
る
。

近
世
中
頃
の
中
国
地
方
山
間
部
に
お
け
る
格
助
詞
ノ
と
ガ
の
用
法

○
今
タ
ハ
相
潤
目
調
Ч
Ч
引
「
オ
カ
ゲ
ン
テ

（お
陰
で
）
、
ア
リ
ガ
タ
ー

事
聴
聞
シ
タ
。　
一
八
オ

次
に
、　
一
般
名
詞
の
場
合
で
も
、
い
く
ら
か
尊
敬
す
べ
き
類
が
目
に
付

く
。
「仏
壇
」
「御
経
」
「御
本
願
」
な
ど
で
あ
る
。

○
倒
利
口
冽
不
思
議
ン
デ
、
閉

眼
卜
速
マ
イ
ル
ケ
ニ
、
暇
ノ
イ
ル
間

ハ
無
。
八
オ
　
住
職
↓
信
者

し
か
し
、
そ
う
で
な
い
類
も
い
く
ら
か
は
あ
る
。

○
ヲ
ゝ
相
国
冽
権
衛
門
力
、
好
来
夕
。
厳
サ
ム
イ
ガ
息
災
デ
ヨ
イ
事
。

ニ
オ
　
住
職
↓
信
者

○
兄
弟
ノ
子
ナ
ラ
バ
、
カ
ナ
シ
サ

ニ
カ
ハ
リ
ハ
ア
ル
マ
ア
カ
ラ
、

れ̈
叫
）
新
ぶ
冽
事
モ
云
イ
ダ
シ
メ
サ
レ
ソ
ウ
ナ
モ
ノ
ン
ダ
ニ

一
一
オ
　
住
職
の
話

（兄
弟
を
川
で
死
な
せ
た
母
が
、
弟
の
事
を
云

わ
な
い
こ
と
に
）

「桶
屋
」
は
旦
那
寺
の
住
職
か
ら
信
者
へ
の
も
の
、
最
後
の
例
は
、
溺
死
し

た
兄
弟
に
つ
い
て
語
る
母
の
話
で
、
必
ず
し
も
敬
意
を
払
わ
な
く
て
も
良
い

と
思
わ
れ
る
が
、
弟
を
ノ
に
よ
っ
て
い
る
ｃ
さ
ら
に
、　
一
般
名
詞
と
な
る

と
、
尊
卑
の
関
係
は
な
く
、
親
疎
で
は

「親
」
関
係
の
名
詞
も
ノ
が
現
れ
て

く
る
ｃ

そ
の
他
、
多
量
に
あ
る

一
般
名
詞
を
ノ
で
承
け
る
こ
と
は
普
通
の
こ
と
で

あ
る
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
ノ
は
高

い
待
遇
の
人
代
名
詞
お
よ
び

一
般
名
詞
を
承
け

「尊
」
の
傾
向
を
示
し
な
が
ら
も
、
普
通
の
名
詞
も
多
く
承
け
る
点
で
、
積

極
的
に
尊
敬
を
し
め
す
用
法
が
ど
こ
ま
で
あ
る
の
か
、
疑
間
で
あ
る
。
代
名

五



詞
な
ど
で
は
認
め
ら
れ
て
も
、　
一
般
に
は
す
で
に
文
法
機
能
と
し
て
の
連
体

格
の
用
法
が
優
先
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
っ

同
じ
こ
と
は
ガ
の
場
合
に
も
言
え
、
す
で
に
ほ
と
ん
ど

一
人
称
を
承
け
る

だ
け
の
例
と
な

っ
て
い
る
の
は
、
前
代
か
ら
の
慣
用
と
し
て

「
ウ
ラ
ガ
　
ウ

ラ
マ
ガ
」
と
ガ
と

一
体
化
し
た
面
が
強
く
、
ガ
の
実
態
は
す
で
に
主
格
用
法

に
集
約
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
ガ
は
す
で
に

主
格
用
法
が
き
わ
め
て
強
い
の
で
あ
る
ｃ

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
ノ
　
ガ
の
尊
卑
傾
向
は
幾
ら
か
あ
る
も
の
の
、
遺

存
的
な
面
が
現
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

２
　
主
格
用
法
の
場
合

主
格
用
法
の
場
合
は
、
尊
卑
に
関
わ
る
表
現
面
と
文
構
造
面
と
が
交
錯
す

る
。
ま
ず
、
後
者
か
ら
考
え
る
ｃ

ガ
　
ノ
の
主
格
用
法
に
つ
い
て
、
文
構
造
別
に
分
け
て
示
す
と
、
次
の
よ

う
に
な
る

（考
察
上
、
連
体
修
飾
節
と
準
体
節
を
従
属
節
か
弓
分
け
て
示
し

た
）
。

独
立
文
内
　
　
従
属
節
内
　
　
連
体
修
飾
節
内
　
　
準
体
節
内

ガ
　
　
　
２８
＊
　
　
　
　
３‐
　
　
　
　
　
０
　
　
　
　
　
　
　
８

ノ

　

　

　

０

　

　

　

　

　

０

　

　

　

　

　

１４

　

　

　

　

　

　

　

　

９

＊
対
象
語
ガ
２
例
を
含
む

こ
れ
に
よ
る
と
、
ガ
は
独
立
文

の
主
格
と
従
属
節
内
が
主
要
な
も

の
で
あ

り
、
ノ
は
連
体
修
飾
節
内
が
主
で
あ
る
、
ま
た
、
ガ
　
ノ
と
も
に
準
体
節
内

の
例
も
幾
ら
か
あ
る
。
な
お
、
古
代
的
な
主
格
が
ゼ
ロ
表
示
の
も
の
も
稀
に

は
あ
る
が
、
こ
の
点
は
無
視
し
て
も
良
い
程
度
の
も
の
で
あ
る
。

以
下
、
ガ
　
ノ
そ
れ
ぞ
れ
を
見
る
ｃ

ガ
主
格
用
法
の
場
合

ま
ず
、
ガ
は
す
で
に
独
立
文
に
も
よ
く
現
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
な

お
、
次
の
例
も

一
応
、
独
立
文
と
し
て
数
え
た
ｃ
「
～
事
ン
デ
ハ
無
」
全
体

を
述
語
と
考
え
た
も
の
で
あ
る
。

○
ナ
ン
ボ
泣
タ
テ

ゝ
モ
悔
ダ
テ

ゝ
モ
、
ヤ
レ
チ
ウ
テ
地
獄
ガ
出
ラ
レ
ル

事
ン
デ
ハ
無
。
六
ウ
　
住
職
↓
信
者

以
下
、
文
の
種
類
は
多
彩
で
は
な
い
も
の
の
、
動
詞
で
は
、
次
の
よ
う
な
非

対
格
動
詞

（無
意
志
自
動
詞
）
が
多
く
、

Ｃ

ハ
ア
、
コ
リ
ヤ
ー
ド
カ
ナ
到
ガ

フ‐

リレー
ｃ
サ
ブ
イ
ガ
道
理
ン
ダ
ｃ　
一
七

オ
　
信
者

○
土
器
二
測
ガ
国
列
。
　

油
ヲ
サ
セ
１
３
四
ウ

形
容
詞
お
よ
び
そ
れ
に
類
す
る
述
語
も
あ
り
、

○
ソ
ツ
ト

（雪
の
）
道
ア
ケ
テ
オ
カ
サ
レ
ｌ
ｃ
ア
サ
マ
ニ
司
翻
引
綱
コ

一―

ク
カ
ロ
。　
一
七
ウ
　
姥
↓
三
右
衛
門

そ
う
し
た
中
に
、
わ
ず
か
で
あ
る
が
非
能
格
動
詞

（意
志
自
動
詞
）
も
認
め

ら
れ
、○

（寺
の
姥
）
ド
レ
ソ
ノ
提
灯
ノ
ス
ケ
サ
レ
／
（信
者
）
イ
ン
ネ
ノ
ヽ
、

イ
リ
イ
セ
ン
ノ
ヽ
ｃ
（姥
）

‥
ク
ラ
ア
ケ
ニ
大
冽
吠
ジ

エ
ｃ
（信
者
）

ナ
ン
ノ
ノ
ヽ

‥
　

一
七
オ

そ
し
て
、
他
動
詞
も
次
の
よ
う
に
見
え
る
　
た
だ
し
状
態
性
を
帯
び
て
い



ス

マ

＾．

○
ア
ヽ
、
ス
ン
ナ
ラ
悧
劉
ガ
綱
到
川

ロー
、
ソ
ロ
ソ
ロ
オ
カ
イ
レ
ｃ　
Ｉ
ハ

オ
　
坊
守
↓
信
者

独
立
文
の
ガ
主
格
表
示
と
動
詞
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
古
代
語
か
ら
独
立

文
に
ガ
が
発
現
す
る
経
緯
を
た
ど

っ
た
山
田
昌
裕

（
二
〇

一
〇
）
に
よ
れ

ば
、
ガ
主
格
表
示
は
ま
ず
非
対
格
動
詞
か
ら
始
ま
り
、
非
能
格
動
詞
に
、
さ

ら
に
は
他
動
詞
に
及
ぶ
序
列
が
あ
る
と
す
る
ｃ
「
方
言
茶
話
」
で
は
、
こ
れ

が
非
能
格
動
詞
に
ま
で
は
良
く
及
ん
で
い
る
ｃ
他
動
詞
に
ま
で
至

っ
て
い
る

か
ど
う
か
は
、
用
例
の
少
な
さ
も
あ
り
判
断
し
に
く
い
っ
し
か
し
、
と
言
う

こ
と
は
、
こ
の
資
料
が
成

っ
た
近
世
中
頃
よ
り
も
か
な
り
前
に
、
主
格
ガ
の

独
立
文
が
や
や
広

い
動
詞
類
に
よ
る
文
で
成

っ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
ｃ

従
属
節
内
で
の
用
例
も
多
く
、
仮
定
条
件
、
確
定
条
件
、
理
由
節
、
そ
の

他
の
多
彩
な
構
文
を
と
る
中
に
現
れ
て
い
る
ｃ
独
立
文
が
右
の
よ
う
な
あ
当

然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
３

０
時
節
ガ
暖
ナ
ツ
タ
ラ
、
精
出
シ
テ
参
リ
マ
シ
ヤ
ウ
ト
思
フ
テ
オ
リ
マ

ス
ｃ
九
オ
　
信
者
↓
住
職
　
仮
定
条
件

○
朋
輩
衆
ガ

「
　
」
卜
問
タ
レ
バ
、
ソ
ガ
ア
思

ハ
サ
ル
モ
道
理
ダ
ガ
、

ナ
ン
ジ
ャ
リ
兄
弟
ノ
子

ニ
ワ
ケ
ヘ
ダ
テ
ハ
ゴ
ザ
ラ
ネ
ト
　
　
一
一
オ

ヽ
ウ
　
住
職
の
談

ま
た
準
体
節
に
も
見
え
る
ｃ
こ
れ
は
、
主
格
ガ
の
述
語
相
当
部
分
が
準
体
法

を
と
る
も
の
で
あ
る
。
準
体
法
は
古
代
的
な
用
法
で
あ
る
が
、
原
口
裕

（
一

九
八
〇
）
な
ど
に
よ
れ
ば
、
近
世
期
に
も
文
体
に
よ
っ
て
は
な
お
存
続
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
準
体
句
は
体
言
相
当
で
あ

っ
て
、
こ
れ
が
末
尾
に
来
る
場

近
世
中
頃
の
中
国
地
方
山
間
部
に
お
け
る
格
助
詞
ノ
と
ガ
の
用
法

合
は
全
体
と
し
て
連
体
修
飾
節
に
近
似
す
る
こ
と
に
な
る
ｃ

Ｏ
御
経
ノ
中

ニ
モ
仏
ガ
説
サ
レ
タ
ハ
、
昔
天
竺
二
兄
弟
ノ
子
ヲ
モ
ツ
タ

母
ガ
有
タ
ガ
、　
　
　
一
一
オ
　
住
職
の
談

ま
た
、
次
の
よ
う
に

「
ヽ
の
～
の
」
表
現
と
し
て
、
こ
れ
も
連
体
修
飾
節
に

準
ず
る
よ
う
な
例
も
あ
る
ｃ

Ｏ
御
タ
ス
ケ
ナ
レ
ト
テ
下
サ
ル
ト
ハ
何
卜
云
御
慈
悲
デ
ゴ
ザ
ラ
フ
カ
ト

思
ハ
ゞ
、
ナ
リ
コ
ガ

ワ
ル
イ
ノ
身
ガ
ラ
ガ
キ
シ
ヤ
ナ
ア
ノ
ト
云
ハ
ズ

ト
参
テ
御
恩
ヲ
喜
ビ
メ
サ
ツ
チ
ョ
ー
ズ
。　
一
一
ウ
　
住
職
の
談

後
述
の
よ
う
に
ノ
主
格
は
連
体
修
飾
節
内
に
位
置
す
る
例
が
多

い
ｃ
右
の
二

例
は
こ
れ
に
準
ず
る
構
文
に
、
ノ
で
は
な
く
ガ
が
主
格
表
示
と
し
て
現
れ
て

い
る
。
今
日
、
標
準
語
に
お
い
て
連
体
修
飾
節
に
ガ
主
格
が
現
れ
る
こ
と
は

普
通
の
こ
と
で
あ
る
．
す
で
に
そ
う
し
た
構
文
の
例
が
あ
る
こ
と
に
な
る
．

以
上
か
ら
は
、
ガ
は
独
立
文
の
主
格
用
法
が
き
わ
め
て
強
い
こ
と
、
そ
れ

と
相
ま

っ
て
各
種
の
動
詞
類
に
ガ
主
格
文
が
及
ん
で
い
る
こ
と
、
ま
た
当
然

な
が
ら
従
属
節
に
も
進
出
し
、
し
か
し
、
連
体
修
飾
節
内
に
ま
で
に
は
や
や

届
き
に
く
い
模
様
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
連
体
修
飾
節
は
ま
だ
ノ
が
優
勢
な

の
で
あ
る
。

主
格
ガ
の
尊
卑
表
現
の
点

次
に
主
格
ガ
の
尊
卑
に
関
わ
る
点
は
、
親
疎
の

「親
」
の
例
と
し
て
ガ
で

承
け
る
次
の
よ
う
な
も
の
も
幾
ら
か
あ
る
が
、

○
宿
ノ
悧
列
ガ
毎
夜

私
卜
寝

ニ
ヤ
ー
キ

ヽ
ヲ
リ
マ
セ
ヌ
ケ
ニ
、
カ
ア

モ
ド
ル
ト
云
テ
ダ
マ
シ
ニ
出
テ
参
リ
マ
シ
タ
ョ
ツ
テ
、
カ
ヘ
ラ
ザ
ー

一
四
ウ
　
信
者
↓
住
職

七



一
方
で
は
、
日
上
相
当
を
承
け
る
も
の
も
多
く
、
先
の
例

「
御
経
ノ
中

ニ
モ

倒
ガ
説
サ
レ
タ
ハ
」
や
、
次
の
よ
う
に
尊
卑
が
逆
の
例
も
あ
る
ｃ

Ｏ
側
嗣
口
欄
ガ
直

二
勤
テ
下
サ
ル
ト
、
引
日
剌

ノ‐

マ
ヒ
ラ
ザ
ル
ト

ハ
、

ダ
イ
メ
心
ガ
違
ヒ
マ
ス
ケ
二
　
　
一二
オ
　
信
者
↓
住
職

右
の
例
は

「
御
師
匠
様
」
は
ノ
、
「
小
僧
衆
」
は
ガ
で
承
け
る
の
が
古
代
的

な
表
現
の
は
ず
で
あ
る
が
、
逆
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
〉^

こ
う
見
る
と
、
全
体
と
し
て
主
格
用
法
で
の
尊
卑
傾
向
は
認
め
ら
れ
ず
、

ガ
の
主
用
法
は
尊
卑
の
表
現
面
で
な
く
、
す
で
に
主
格
表
示
と
い
う
文
法
面

が
主
と
な

っ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
ｃ

ノ
主
格
用
法
の
場
合

こ
の
場
合
、
独
立
文
の
例
は
な
く
、
連
体
修
飾
節
と
準
体
節
に
集
中
し
て

い
る
ｃ

先
に
、
準
体
節
の
例
を
見
る
。
次
の
例
で
言
え
ば

「舟
ノ
著
」
の
末
尾
連

体
形
が
体
言
資
格
と
な
る
も
の
で
あ
る
ｃ

Ｏ
達
者
ナ
者
ガ
乗
タ
ノ
モ
、
跛
蹄
ガ
乗
タ
ノ
モ
、
舟
ノ‐
著

ハ
同
事
、
ノ

リ
テ
ノ
カ
デ
ユ
ク
ン
デ
ハ
ナ
ア
ｃ　
一
〇
オ
　
住
職
談

前
二
句
は
連
体
修
飾
節
に
準
ず
る
と
こ
ろ
に
主
格
ガ
が
あ
り
、
次
に
主
格
ノ

に
よ
る
そ
れ
が
あ
る
。

そ
し
て
、
ノ
主
格
の
用
法
は
、
次
の
よ
う
な
連
体
修
飾
節
の
例
が
主
た
る
も

の
で
あ
る
こ

○
或
人
ノ
ヨ
マ
レ
タ
歌

二
、
世
ノ
中
ノ
ハ
カ
ナ
キ
事
ヲ
仮
字
デ
云
ヲ

一
三
ウ
　
住
職
談

こ
の
よ
う
に
、
主
格
ノ
は
連
体
修
飾
節
　
準
体
節
内
に
と
じ
こ
め
ら
れ
た
構

・人

文
内
で
働
い
て
い
る
。

ノ
主
格
用
法
の
尊
卑
傾
向

主
格
用
法
の
ノ
に
は
、
前
出
の

「川
ノ、‐
ノ‐

ョ
マ
レ
タ
歌
二
」
の
よ
う
に
、

尊
卑
と
関
連
す
る
か
の
よ
う
な
例
も
述
部
に
敬
語
が
添
え
ら
れ
る
点
で
認
め

ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
を
除
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
尊
卑
と
の
関
連
は
感
じ
ら
れ
な

い
ｃ
先
の

「
御
師
匠
様
ガ
直

二
勤
テ
下
サ
ル
ト
、
小
僧
衆
ノ‐

マ
ヒ
ラ
ザ
ル

ト
ハ
」
も
反
証
の
例
で
あ
る
ｃ

主
格
用
法
ノ

・
ガ
の
ま
と
め

以
上
、
主
格
ノ

・
ガ
を
見
て
き
た
。
こ
の
資
料
の
様
相
は
、
も
は
や
尊
卑

表
現
よ
り
も
、
「
ノ
連
体
格

・
ガ
主
格
」
の
文
法
機
能
が
前
面
に
出
て
い
る

状
況
が
見
て
取
れ
る
と
し
て
良
い
と
考
え
る
。

三

・
二
、
「
田
植
歌
」
の
ノ
と
ガ

同
じ
方
法
で

「
田
植
歌
」
の
場
合
を
考
え
る
ｃ

ｌ
　
連
体
格
の
用
法
の
整
理

連
体
格
用
法
に
つ
い
て
、
ノ
と
ガ
の
お
よ
そ
の
傾
向
は
次
の
よ
う
で
あ

ワわ
）^

用
例
数
　
　
　
ユ則
項
語
句

ガ
　
　
“
　
　
　
　
　
準
体
句
　
　
　
　
　
　
３

代
名
詞
　
　
　
　
　
　
Ю

人
物
　
地
名
な
ど
　
　
３

一
般
名
詞

・
他
　
　
　
４



ノ
　
　
多
自一里
　
　
　
　
指
示
詞
　
　
　
　
　
　
３

人
名
　
地
位
名
　
　
　
２７

一
般
名
詞
　
　
　
　
　
多
数

数
量
上
の
概
括
は
、
ガ
が
や
や
特
定
の
分
野
の
語
類
を
承
け
、　
一
方
で
ノ

が
多
く
て
出
現
環
境
も
広
い
。
す
で
に
ノ
が
連
体
格
の
用
法
を
占
め
る
模
様

が
窺
え
よ
う
。

以
下
、
用
例
を
あ
げ
て
説
明
す
る
）́
用
例
に
は
そ
の
前
に
新
古
典
大
系
の

歌
番
号
を
添
え
て
お
い
た
ｃ
ま
た
、
ノ
の
前
項
の
同
じ
も
の
が
複
数
例
あ
る

場
合
は
語
句
末
に
数
字
を
添
え
た
ｃ
理
解
し
に
く
い
場
合
は
ガ
以
降
の
形
も

カ
ソ
コ
の
中
に
添
え
た
ｃ

ガ
の
取
り
立
て
る
語
句
　
ガ
に
よ
る
語
句
の
全
例
を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
に

な

る

ｃ
・
代
名
詞
の
類
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
ｃ

一
人
称
‥
わ
れ
５
　
私
　
わ
ら
う
ら

二
人
称
　
わ
ら
う
２
　
わ
じ
や
う

人
物
名
　
金
剛
兵
衛

（が
舞
の
手
）

。
人
に
関
す
る
名
詞
　
女
子
（お
ん
な
ご
）

千
代
―

（賄

い
女
の
意
）

不
定
称
　
誰
↑
」
れ
は
「
タ
ガ
≒

す
で
に

一
体
化
と
す
べ
き
か
）

・
事
物

・
地
名
…
か
ち

（が
島
）
２
　
山

（が
田
）

柳
　
一品
網
笠

準
体
句
　
照
あ
う

（が
為
）

思
ふ

（が
方
）

ま
ず
、
全
体
に
例
が
少
な
い
こ
と
、
次
に
大
半
は
人
称
代
名
詞
と
特
定
の
人

物
に
関
わ
る
語
句
で
あ
る
ｃ
人
称
代
名
詞
で
は
、　
一
人
称
が
多

い
ｃ

近
世
中
頃
の
中
国
地
方
山
間
部
に
お
け
る
格
助
詞
ノ
と
ガ
の
用
法

○
煮
は
ぎ
す
り
は
ぎ
　
や
い
い
そ
が
し
の
川
が
身
や
　
一
〓
一

〇
冽
利
洲
殿
御
は
　
盤
双
六
の
上
手
よ
　
七
七

〇
劉
引
引
引
が
殿
御
は
　
一果
に
小
草
刈
る
と
の
　
七
六
　
（
一
人
称
例
）

○
宮
仕
は
わ
繁

い
も
の
　
／
み
や
づ
か
い
を
し
や
う
に
も
／
衣
装
あ
ら

ば
や
　
我
に
お
貸
し
や
れ
　
劉
劉
引
が
上
の
小
袖
を

　

一
七
　
（
二

人
称
）

二
人
称

「
わ
ら
う

。
わ
じ
や
う

（「州
ｄ
引
引
洲
手
壺
の
油
」

一
八
と

も
ガ

で
承
け
る
が
、
敬
語
で
承
け
ら
れ
て
い
る
。
依
頼
表
現
で
敬
意
は
そ
れ
ほ
ど

高
く
な
い
と
す
る
か
ど
う
か
迷
う
。
こ
れ
ら

「
わ
ら
う
」
は
山
内

（
一
九
人

九
）
に
よ
れ
ば

「童
」
か
ら
の
転
と
す
る
。
ま
た

「
わ
じ
や
う
」
は

「
わ
上

臓
」
の
縮
約
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
さ
し
て
高
位
の
意
味
は
な
い
と
す
る
か
、

一
般
名
詞
的
な
名
残
も
あ

っ
て
ガ
が
つ
け
ら
れ
た
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
ガ

を

「卑
」
と
す
る
や
や
反
証
と
な
る
例
で
あ
る
。

次
に
、
人
物
で
は
、
「
女
子

（お
ん
な
ご
）

千
代
―

（賄

い
女
の
意
こ

な
ど
、
高
位
で
な
い
人
物
が
多

い
。
そ
の
中
で

Э
白
拍
子
殿
こ
そ
　
舞
の
手
の
上
手
よ
／
　
一
手
な
ら
お
う
　
劉
剛
川

鋼
洲
舞
の
手
　
四
九

は
、
身
辺
の
人
名
に
ガ
が
つ
く
こ
と
が
多
い
た
め
か
ど
う
か
、
よ
く
分
か
ら

な
い
も
の
も
あ
る
ｃ

不
定
称

「
た
が
」
は
、
す
で
に

一
体
化
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
ｃ
ま
た
、

「事
物

・
地
名
」
の
場
合
は
、
例
が
少
な
く
決
め
に
く
い
が
、
中
世
国
語
史

と
同
じ
く
、
概
し
て
ガ
が
使
用
さ
れ
る
身
近
的
な
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
よ
う

に
思

つヽ
。

九



次
に
、
準
体
句
を
承
け
る
ガ
の
場
合
は
、
古
代
語
的
な
様
相
が
あ
り
、
す

べ
て
連
体
修
飾
節
の
中
に
収
ま

っ
て
い
る
。
な
お
、
ノ
に
こ
の
よ
う
な
環
境

は
な
く
、
比
較
に
な
ら
な
い
こ
と
は
述
べ
た
。

○
朝
の
く
も
り
は
　
て
ろ
う
が
た
め
の
く
も
り
か
　
一
一

な
お
、
次
の
例
の
ガ
は
連
体
格
か
主
格
か
判
断
に
迷
う
が
、
『校
本
田
植

草
紙
』
に

「と
の
が
た
ち
を
ば
さ
き

へ
も
た
せ
よ
」
「
と
の
が
た
ち
を
ば
さ

き

へ
も
た
せ
そ
う
ろ
よ
」
が
あ
る
）^
「
殿
が
」
の
点
は
同
じ
で
、
述
語
が
違

う
´
諸
本
比
較
の
有
効
性
は
さ
ほ
ど
期
待
で
き
な
い
が
、
引
用
の
第
二
句

「
わ
か
い
も
の
が
太
刀
取
り
な
を
さ
ば
」
も
考
慮
す
る
と
、
連
体
格
と
考
え

て
お
く
´

○
殿
洲
た
ち
お
ば
さ
き
ゑ
も
た
せ
た
　
わ
か
い
も
の
が
太
刀
と
り
な
を

さ
ば
　
傘
ぬ
げ
　
八
人

連
体
格
と
す
れ
ば
、
高
位
の

「
殴
」
を
ガ
で
承
け
る
こ
と
に
な
り
、
中
世
国

語
史
で
ノ
　
ガ
で
尊

・
卑
で
言
い
分
け
る
傾
向
と
大
き
く
異
な
る
こ
長
い
伝

承
期
の
影
響
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
参
照
諸
本
も
同
じ
点
で
は
、
中

世
末
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
実
態
を
反
映
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
〉^
な
か
な

か
決
め
手
が
な
い

以
上
に
よ
れ
ば
、
国
語
史
の
中
世
の
模
様
と
似
て
ガ
が

「卑
」
を
担
当
す

る
傾
向
が
強
い
も
の
の
、
こ
れ
に
外
れ
た
例
も
あ
る
．

ノ
が
取
り
立
て
る
語
句
　
同
じ
よ
う
に
し
て
、
ノ
の
場
合
を
示
す

）́
ガ
よ
り

も
か
な
り
用
例
が
多

い

指
示
詞
　
ヽ
一な
た

（長
者
殴
　
田
主
を
指
す
）
２
　
ヽ
れヽ

（婿
と
り

一
〇

の
側
）

人
物
な
ど

敬
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
人
物
　
殿
４
　
田
主
３
　
ヽ
）巫
女
３
　
児

２
　
春
日

（
の
官
）
２
　
上ハ
郎
殿
　
坂
東
殴
　
上ハ
つ
な
る
若
ふ

（若
殿
）

む
こ
殿
　
田
主
殿
　
長
者
殴
　
王
　
姉
御
　
養
ふ
親

な
お
り
た
人

（
い
ら

っ
し
ゃ
つ
た
人
）

し
う
と
め
　
都
卒
天

曾
我

（
の
六
郎
）

必
ず
し
も
尊
敬
す
べ
き
と
は
思
え
な
い
者
　
Ｈ
下
の
者
　
早
乙
女

む
こ
　
紺
屋
　
上
臓
下
郎

そ
の
他
、　
一
般
名
詞
な
ど
、
多
数

ま
ず
、
指
示
詞
で
は
、
で
」
な
た
」
は
長
者
、
田
主
を
指
し
、
で
）れ
」
は

婿
を
と
る
側
を
指
す
が
、
い
ず
れ
も
高
位
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ

○
若

い
も
の
は
三
人
な
り
　
ど
れ
が
Ｊ
測
の
む
こ
や
ろ
　

一
〇
六

人
物
の
場
合
は
概
し
て
尊
敬
す
べ
き
者
な
い
し
Ｈ
上
の
者
が
Ｈ
立
ち
、
身

近
な
者
や
Ｈ
下
の
者
は
あ
ま
り
無

い
と
言
え
よ
う
。
例
え
ば

「
紺
屋
」
二

〇
九
）
は
、
旬
意
か
ら
し
て
大
店
で
あ
ろ
う
．́

こ
の
よ
う
に
し
て
、
ノ
が
と
る
代
名
詞
　
人
物
関
係
の
語
句
は
、
ガ
の
承

け
る
語
旬
と
対
照
的
に
、
Ｈ
上
の
者
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
．
し
か
し
、　
一

方
で
ノ
連
体
格
の
承
け
る
語
旬
に
は
、
大
量
の

一
般
名
詞
が
あ
る
．
こ
う
見

る
と
、
指
示
詞
の
示
す
も
の
や
人
物
で
は
上
位
の
も
の
に
後
接
す
る
傾
向
が

強
い
が
、
連
体
格

一
般
の
表
現
も
多
量
に
あ
る
．

以
上
に
よ

っ
て
、
『田
植
草
紙
一
の
連
体
格
ノ
　
ガ
に
は
、
あ
る
程
度
の



尊
卑
表
現
傾
向
が
見
て
取
れ
る
。
し
か
し
、
ノ
が
承
け
る
大
量
の

一
般
名
詞

を
考
慮
す
る
と
、
次
第
に
ノ
連
体
格
に
傾
斜
す
る
段
階
に
至

っ
て
い
る
と
言

え
よ
う
。
な
お
、
数
量

・
地
名
な
ど
は
ガ
に
よ
り
や
す

い
よ
う
で
あ
る
が
、

一
般
名
詞
に
は
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
が
少
な
く
、
こ
の
傾
向
が
ど
の
よ
う

か
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２
　
主
格
用
法
の
場
合

こ
の
場
合
、
古
代
語
で
起
こ
る
、
主
格
用
法
が
ゼ
ロ
表
示
の
場
合
も
稀
に

は
あ
る
が
、
歌
謡
は
昔
数
律
も
あ

っ
て
判
定
が
難
し
く
、　
一
方
で
確
実
に
そ

う
し
た
例
と
思
わ
れ
る
も
の
は
あ
ま
り
な
く
、
今
は
ゼ
ロ
表
示
を
重
視
し
な

い
で
考
え
て
い
く
。

ガ
　
ノ
に
つ
い
て
、
文
構
造
別
に
分
け
て
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
ｃ

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
全
体
に
ガ
は
独
立
文
内
に
重
心
が
あ
り
従
属
節
に
も
わ

た
り
、
ノ
は
特
に
連
体
修
飾
節
の
中
で
働
く
こ
と
が
顕
著
で
あ
り
、
か
つ
用

例
は
少
な
い
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。

ガ
主
格
用
法
の
場
合

ま
ず
、
ガ
の
場
合
を
考
え
る
。

独
立
文
で
は
、
「方
言
茶
話
」
で
見
た
の
と
同
じ
く
、
広

い
動
詞
類
の
述

近
世
中
頃
の
中
国
地
方
山
間
部
に
お
け
る
格
助
詞
ノ
と
ガ
の
用
法

語
が
来
て
い
る

（非
対
格
動
詞

（無
意
志
自
動
詞
）
買
名
が
）
立

つ
」
、
非

能
格
動
詞

（意
志
自
動
詞
）
「
下
る
」
、
他
動
詞

「擦
る
」
な
ど
）
。
こ
こ
で

は
、
そ
の
上
で
文
の
種
類
に
分
け
て
示
す
。

動
詞
文

○
た
か
ら
負
ひ
て
は
　
け
ふ
こ
そ
殿
洲
下
り
た
　
七
八

〇
た
ぬ
き
の
大
鼓
お
も
し
ろ
　
む
か
し
よ
り
さ

ヽ
ら
は
猿
が
よ
ふ
擦

る
　
一
〇

一

・
名
詞
文

○
馬
乗
は
三
人
な
り
　
ど
れ
洲
万
十
郎
や
ろ

紺
の
手
綱
　
斑
馬
に
　
中
洲
万
十
郎
や
れ
　
二

八

〇
よ
い
か
た
び
ら
の
裾
に
は
／
　
よ
い
が
道
理
よ
　
上ハ
九

〇
肌
に
地
白
地
紫
　
小
太
刀
侃
い
た
洲
む
こ
や
島
　

一
一
五

存
在
文

○
播
磨
街
道
　
匿
路
の
み
ち
が
候
よ
　
七
四

対
象
格
を
と
り
た
て
る
も
の

○
浅
黄
袴
で
ま
り
け
る
殴
御
が

い
と
う
し
　
一
一
一
一

疑
間
文

○
よ
め
に
わ
な
い
名
洲
た
つ
か
や

し
う
と
め
の
く
ち
に
わ
　
何
が
な
る
か
や
　

一
〇
〇

〇
鳴
が
ち
ぎ
る
か
　
声
２
局
い
は
　

一
二
八

こ
の
よ
う
に
各
種
の
文
型
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
中
で
、
疑
問
文
の
場
合
、
古
代
語
で
は
ヤ
　
カ
の
係
り
結
び
形
式
に

よ
る
も
の
が
多
く
、
こ
の
資
料
で
も
、

一
一

ノ ガ

独
3 59 立

文

従
531属

負何

連
104体

1タ

食市

準
22体

魚行



○
武
士
の
奉
公
好
む
と
　
人
「
お
も
ふ
ろ
う
　
八

一

の
よ
う
に

〔主
格
ヤ
ー
ー
。
〕
型
の
係
り
結
び
に
準
ず
る
も
の
も
あ
る
が
、

多
く
は
上
の
よ
う
に
ガ
に
よ
る

〔主
格
ガ
ー
ー
カ
／
ヤ
。
〕
の
型
が
成
立
し

て
、
近
代
語
的
な
様
相
が
あ
る
。
名
詞
文
の
中
の
疑
問
詞
を
取
り
立
て
る

「ど
れ
が
」
も
こ
の
類
で
あ
る
。

次
に
、
従
属
節
内
の
ガ
は
、
接
続
成
文

・
条
件
文
な
ど
の
形
で
主
文
の
述

部
に
掛
か
る
も
の
が
あ
る
。
形
容
詞
、
自
動
詞
　
他
動
詞
な
ど
各
種
の
述
語

を
と
り
、
多
彩
な
表
現
が
見
ら
れ
る
ｃ

Ｏ
草
刈
り
洲
の
ふ
て
は
山
を
ま
よ
ふ
ろ
う
　
七
六

〇
若
い
者
が
太
刀
と
り
な
を
さ
ば
笠
ぬ
げ
　
八
八

〇
わ
が
さ
い
た
弦
な
ら
ば
引
ば
や
わ
り
こ
ひ
や
れ
　
人
二

〇
た
ヽ
み
よ
り
篠
さ
ヽ
原
洲
寝
よ
う
て
　
　
一
一
一七

右
の
第
三
例
も
今
は
仮
定
条
件
節
と
し
て
こ
こ
に
入
れ
て
お
く
ｃ
末
尾
例

は
、
あ
る
い
は
対
比
の
ガ
と
し
て
用
例
と
し
て
は
控
え
る
べ
き
か
も
し
な
い

が
、
こ
れ
も
仮
に
入
れ
て
お
く
。

最
後
に
、
連
体
修
飾
節
や
準
体
節
内
の
例
は
、
ノ
と
の
対
比
の
た
め
に
全

例
を
あ
げ
て
お
く
。

ま
ず
、
連
体
修
飾
節
内
の
も
の
、
た
だ
し
、
「も
の
」
で
終
わ
る
場
合
は

喚
体
句
と
な
る
．

○
極
楽
は
十
二
に
や
　
か
」ぜ
　
わ
が
う
ゑ
し
本
は
な
／
松
か
竹
か
柳
か

わ
州
「う
ゑ
し
木
は
な
　
　
一
〓
一〇

〇
梅
を
ま
い
れ
や
　
む
め
に
わ
声
が
で
る
も
の
　
九
五

〇
若
い
殿
御
が
翔
鳥
射
た
る
弓
手
は
　
さ
て
も
射
た
の
ふ
…
　
人ヽ
○

一
二

〇
と
ん
と
蹴
上
げ
て
　
ま
り
を
ば
上
手
が
け
る
も
の
　

一
一
二

こ
の
場
合
、
第

一
例
は

一
人
称
で

「
わ
が
」
と
固
定
表
現
の
可
能
性
が
あ
る

が
、
後
の
例
は

「声
の
～
」
「
殿
御
の
～
」
「
上
手
の
～
」
と
ノ
で
承
け
る
可

能
性
が
あ
る
の
に
、
ガ
と
な

っ
て
い
る
。
連
体
修
飾
節
の
中
に
主
格
ガ
が
進

入
し
は
じ
め
た
例
と
し
て
注
意
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
準
体
節
内
の
も
の
、
た
だ
し
、
末
尾
の
二
例
は
活
用
語
を
承
け
る
も

の
で
ガ
専
用
の
も
の
で
あ
る
。

〇
五
月
の
佐
兵
衛
が
さ
よ
に
こ
ひ
だ
を
み
よ
や
れ
　
八

〇
と
か
じ
杭
ら
じ
　
思
ふ
が
も

つ
れ
か
い
た
を

　
一
九

〇
ほ
ど
か
じ
　
思
ふ
が
も

つ
れ
お
う
た
お

第

一
例
の
場
合
、
末
尾
が
体
言
句
的
な
資
格
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
た
め
、

ノ
が
期
待
さ
れ
る
も
の
の
、
ガ
と
な

っ
て
い
る
。
「
五
月
の‐
」
に
よ
る
ノ
重

複
を
避
け
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
や
は
リ
ガ
主
格
の
用
法
が
連
体
修
飾
句

内
に
も
現
れ
る
近
代
語
的
な
例
で
は
な
い
か
。

主
格
ガ
の
尊
卑
表
現

主
格
ガ
の
尊
卑
の
点
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

二
例

「
わ
が
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
旧
来
か
ら

「
わ
の
」
と
は
言
い
に
く

く
、
卑
下
を
取
り
立
て
る
積
極
的
な
例
に
は
出
来
な
い
。　
一
方
、
こ
こ
に
は

目
上
や
尊
敬
す
べ
き
対
象
と
思
わ
れ
る

「
殿
御
　
殿
」
計
三
例
、
「聟
」
（宝

を
持

っ
て
く
る
）
、
「
上
手
」
な
ど
も
ガ
が
承
け
て
い
る
ｃ

Ｏ
負
う
せ
も
ち
て
は
　
い
ま
こ
そ
刷
が
き
た
り
た
　
一
一八

対
し
て
、
卑
下
ら
し
い
語
句
は

「
雉
め
」
「
わ
ら
う
ら

（
一
人
称
と

等
が

あ
る
が
、
後
者
は
ノ
で
は
承
け
に
く
く
、
他
の
語
句
は
な
い
。
こ
の
点
で
中



世
国
語
史
に
見
ら
れ
る
、
主
格
用
法
で
の
ガ
が
卑
下
表
現
を
と
る
傾
向
は
あ

ま
り
明
確
で
な
い
と
言
え
よ
う
ｃ

ノ
主
格
用
法
の
場
合

ま
ず
、
主
格
用
法
の
ノ
に
よ
る
独
立
文
に
数
の
上
で
は
入
れ
た
、
次
の
よ

う
な
例
が
あ
る
が
、

〇
三
ば
い
の
御
酒
を
ま

い
る
は
　
砂
田
へ
川
の‐
引
く
だ
　
四
六

〇
起
き
て
き

い
た
が
　
け
さ
打
つ
剰
引
の
よ
う
な
る
　

一
〓
一七

〇
し
の
ぶ
殿
の
お
り
や
る
や
ろ
　
裏
の
車
戸
が
　
　
一
一
〓
一

こ
の
う
ち
、
新
古
典
大
系
の
注
に
よ
れ
ば
、
四
六
番
歌
は
異
本
に

「水
の
ひ

く
よ
な
」
も
あ
り
、　
三
二
七
番
歌
は
底
本

「太
鼓
の
よ
う
な
」
と
あ
り
、
ゆ

れ
が
あ
る
ｃ　
Ｉ

〓
一番
歌
は

「
「
殿
の
お
り
や
る
」
や
ろ
」
と
の
見
方
も
で

き
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
近
世
期
に
は
そ
う
考
え
に
く
く
、
ま
た

『校
本
田

植
草
紙
』
に
よ
れ
ば
同
文
が
多
く
、
こ
れ
の
み
ひ
と
ま
ず
独
立
文
の
可
能
性

が
高
い
ｃ
す
る
と
、
尊
卑
表
現
の
関
与
が
疑
わ
れ
る
。

次
に
、
従
属
節
内
に
あ
る
も
の
で
は
、
ま
ず
次
の

「
ヽ
に
」
形
式
で
の
終

上
の
三
例
が
注
意
さ
れ
る
ｃ

Ｏ
割
か
ふ
や
ノ
ヽ
　
半
ら
ほ
と
さ
か
ふ
や

さ
く
に
さ
か
れ
ぬ
　
一局
の
君
の
ふ
か
い
に
　
四
二

〇
た
か
う
棲
と
れ
　
な
ぎ
さ
は
測
の
高
ひ
に
　
一全
ハ

○
菊
尽
し
は
の
　
よ
い
色
の
か
わ
る
に
　

一
〇
九

余
情
を
の
こ
す
表
現
で
独
立
文
に
近
い
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
歌
謡
と

い

う
性
格
も
関
与
し
て
い
よ
う
。

他
に
、
従
属
節
内
の
も
の
ｃ

近
世
中
頃
の
中
国
地
方
山
間
部
に
お
け
る
格
助
詞
ノ
と
ガ
の
用
法

○
月
酬
醐
凋
「ご
ざ
ら
ば
　
か
ら
ま
い
て
取
お
け
　

一
一
〓
一

〇
朝
日
の
さ
す
ま
で
　

一
〓
一九

連
体
修
飾
節
は
、
そ
れ
を
係
助
詞
ハ
・
格
助
詞
ヲ
な
ど
で
承
け
る
、
あ
る

い
は
名
詞
文
の
述
語
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

○
口
は
錦
　
一
一て
う
れ
ん
げ
　
刑
の‐
白
い
鳥
や
れ
　
・人
九

準
体
節
内
の
も
の
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
ｃ

Ｏ
欲
し
か
射
て
と
れ
　
あ
を
の
に
し
か
の
伏
し
た
を
　
一
一七

〇
羽
の
白

い
は
　
都
鳥
の
な
ら
い
か
　
・人
九

以
上
、
ノ
に
よ
る
主
格
は
、
従
属
節
の

「
ヽ
に
」
で
終
わ
る
や
や
半
独
立

文
的
な
例
を
除
き
、
末
尾
の
体
言
な
い
し
準
体
節
の
内
部
で
し
か
働
か
な
い

閉
じ
い
れ
た
構
造
で
あ
る
。
こ
の
用
法
は
、
ノ
が
連
体
格
と
し
て
働
く
、
き

わ
め
て
多
く
の
例
に
連
続
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た

い
ｃ

つ
ま
り
名
詞

（句
）
同
士
を
結
ぶ
ノ
連
体
格
の
用
法
が
派
生
的
に
主
格
化
し
た
文
型
で
あ

る
ｃ
逆
に
、
こ
こ
に
主
格
ガ
が
進
入
す
る
場
合
に
は
、
ガ
独
立
文

へ
の
段
階

が
近
い
こ
と
に
な
る
。

文
構
造
の
点
か
ら
ま
と
め
る
と
、
独
立
文
と
従
属
節
に
は
ガ
が
優
勢
で
あ

り
、
逆
に
準
体
節

・
連
体
修
飾
節
を
中
心
と
し
て
閉
じ
ら
れ
た
節
内
で
は
ノ

が
集
中
す
る
。
ノ
の
主
格
用
法
に
は
き
わ
め
て
制
限
が
あ
り
、　
一
方
、
ガ
は

独
立
文
を
中
心
に
か
な
り
自
由
な
主
格
用
法
を
獲
得
し
て
い
る
。

主
格
ノ
の
尊
卑
表
現
の
点

構
文
的
に
は
か
な
り
の
制
約
の
中
で
存
在
し
た
が
、
尊
卑
の
点
は
ど
う
で

あ
ろ
う
か
ｃ

人
物
を
承
け
る
も
の
を
見
る
と

一
二
三
番
歌

「
太
郎
殿
」
、
そ
の
他
散
見

一
一一



さ
れ
る

「
殿
」
、
七
三
番
歌

「
京
か
ら
下
る
京
番
匠
」
、
ま
た

「
品
山
六
郎

殿
」
「
源
」
「
太
郎
」
な
ど
Ｈ
上
相
当
の
例
が
多
く
、
逆
に
Ｈ
下
相
当
の
語
句

は
ま
ず
見
出
し
に
く
い
ｃ
表
面
上
は

「
尊
」
の
表
現
に
傾
く
と
し
て
よ
い
）^

し
か
し
、
ノ
主
格
例
の
少
な
さ
、
そ
れ
が
節
内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
限
定
的

環
境
で
あ
る
こ
と
、　
一
方
の
ガ
主
格
に
は
さ
し
て

「卑
」
の
例
が
現
れ
な
い

こ
と
、
さ
ら
に
ノ
の
ま
さ
る
連
体
修
飾
節
に
も
先
に
見
た
よ
う
に
ガ
主
格
が

進
出
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
ノ
の
こ
う
し
た
様
相
は
旧
来
の
表

現
を
引
き
継
ぐ
だ
け
の
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か

．

「
田
植
歌
」
の
ま
と
め

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
．

文
法
面
で
は
、
連
体
格
は
す
で
に
ノ
に
よ
る
例
が
圧
倒
的
で
あ
り
、
対
し

て
主
格
用
法
は
、
ガ
が
独
立
文
を
含
め
自
由
な
か
た
ち
、
ノ
は
主
に
連
体
修

飾
節
内
に
開
じ
込
め
ら
れ
た
環
境
で
見
ら
れ
た
。
両
者
の
機
能
分
担
が
か
な

り
進
み
、
近
代
語
的
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
ｔ

表
現
面
の
尊
卑
の
点
で
は
、
ノ
　
ガ
に
尊
卑
傾
向
が
あ
る
の
は
連
体
格
の

用
法
に
強
く
、
主
格
用
法
の
場
合
は
ノ
に
日
立

っ
た
が
出
来
の
表
現
を
引
き

継
ぐ
面
が
強
い
と
考
え
た
　
た
だ
そ
の
連
体
格
も
、
ガ
の
用
例
が
少
な
く
人

称
代
名
詞
に
偏
る
点
は
、
ガ
自
体
が
主
格
用
法
に
移
行
し
、
か
つ
て
の
尊
卑

区
分
を
引
き
継
ぐ
だ
け
と
も
考
え
ら
れ
る
＾
中
世
的
な
尊
卑
表
現
傾
向
を
残

し
な
が
ら
、
文
法
機
能
面
が
優
勢
と
な
り
、
ノ
　
ガ
の
機
能
分
担
が
前
面
に

出
て
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
．

一
四

三

・
三
、
「方
言
茶
話
」
と

「
田
植
歌
」
の
比
較
か
ら

こ
こ
で
は
両
者
の
比
較
か
ら
当
時
の
方
言
状
況
を
推
測
す
る
．
資
料
年
代

は
、
「方
言
茶
話
」
は
近
世
中
頃
で
あ
る
．
対
し
て

「
Ш
植
歌
」
は
、
近
性

後
半
の
書
写
と
推
定
さ
れ
、
近
世
で
の
変
容
が
ま
じ

っ
て
い
る
口丁
能
性
が
あ

る
こ
そ
こ
で
両
者
の
用
法
差
を
検
証
し
な
が
ら
、
方
言
実
態
に
近
づ
く
必
要

が
あ
ろ
う
し

ま
ず
、
表
現
面
で
ノ
と
ガ
の
尊
卑
は
二
資
料
に
似
た
模
様
が
現
れ
、
連
体

格
に
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ

っ
た

．
こ
れ
ら
は
当
時
の
中
国
地
方
山
間
部
の

模
様
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
ｔ
た
だ
し
、
そ
れ
が
前
代
か
ら
の
遺
存
な
の
か

近
性
共
時
態
で
の
積
極
的
な
行
使
な
の
か
の
判
断
は
難
し
い
．
近
世
前
期
の

上
方
語
は
、
山
崎
久
之

（
一
九
六
三
、
た
だ
し
今
は
二
〇
〇
四
年
増
補
に
よ

る
）
の
研
究
に
よ
る
と
、
ノ
　
ガ
は
代
名
詞
な
ど
を
承
け
る
区
分
は
あ
る

が
、
尊
卑
よ
り
も
品
位
傾
向
と
捉
え
て

（第
十
章
二
の
２
）
、
尊
卑
が
か
な

り
薄
れ
て
い
る
模
様
が
あ
る
．
両
資
料
で
も
尊
卑
の
区
別
は
あ
ま
り
明
確
で

な
い文

法
面
で
は
、
二
資
料
と
も
ガ
は
主
格
で
独
立
文
の
主
格
か
ら
従
属
節
の

範
囲
、
ノ
は
連
体
修
飾
節
内
に
多
く
、
す
で
に
連
体
格
を
主
と
す
る
も
の
で

あ

っ
た

、^
そ
し
て
、
主
格
ガ
は
、
主
格
ノ
が
多

い
連
体
修
飾
節
に
も
進
出
す

る
形
跡
が
あ

っ
た

。
こ
う
し
た
共
通
面
は
、
ほ
ぼ
近
世
中
頃
の
模
様
と
見
て

よ
い
と
考
え
る
．．

一
方
、
二
資
料
間
で
異
な
る
点
は
、
「
１１１
植
歌
」
に
見
ら
れ
た
、
（１
）
不

定
詞
を
ガ
が
承
け
る

「
ど
れ
が
―

一
二
人
番
歌
　
何
が
―

一
〇
０
番
歌
し
、

（２
）
ノ
主
格
で

「浪
の
高
ひ
に
―
六
六
番
歌
」
な
ど

「
ヽ
の
　
に

」
の
喚



体
節
的
な
文
、
（３
）
ノ
主
格
独
立
文
の
可
能
性
の
あ
る

「
し
の
ぶ
の
殿
の

お
り
や
る
や
ろ
―

一
三
二
番
歌
」
な
ど
で
あ

っ
た

．^
こ
の
う
ち

（
１
）
は

「
方
言
茶
話
」
に
た
ま
た
ま
見
え
な

い
だ
け
、
（
２
）
は
歌
謡

の
特
性
に
よ

る
、
（３
）
は
ガ
主
格
文
の
確
立
前
の
ノ
主
格
文
の
ゆ
れ
の
よ
う
な
も
の
で

は
な
い
か
こ
こ
う
な
る
と
書
写
年
代
の
遅
い

「
田
植
歌
」
に
特
に
近
世
中
期

以
降
の
要
素
が
多

い
と
は
思
え
ず
、
以
上
の
二
資
料
の
模
様
は
、
お
よ
そ
近

世
中
頃
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
の
模
様
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
．

こ
れ
が
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
残
る
問
題
は
、
な
ぜ
中
国
地
方
の
、
そ

れ
も
山
間
地
域
で
こ
れ
ほ
ど
早
い
進
行
が
あ

っ
た
の
か
、
そ
し
て
そ
の
全
国

分
布
で
の
位
置
づ
け
が
求
め
ら
れ
よ
う
こ

四
、
中
国
地
方
の
様
相
の
意
味

ま
ず
、
全
国
分
布
で
の
位
置
に
つ
い
て
考
え
る
）^
今
日
の
概
要
は
、
Ｇ
Ａ

Ｊ
関
連
の
図
を
基
に
冒
頭
に
触
れ
た
＾
中
国
地
方
の
模
様
は
、
主
格
用
法
で

は
、
す
で
に
独
立
文
に
ガ
が
よ
く
現
れ
、
連
体
修
飾
節
で
は

「
雨
洲
降
る

Ｈ
」
の
分
布
か
ら
す
る
と
内
陸
部
に
は
ノ
、
し
か
し
瀬
戸
内
海
付
近
で
は
ガ

も
多
く
な

っ
て
い
る
）^
こ
の
ガ
は
遅
れ
て
連
体
修
飾
節
内
に
も
ガ
が
進
入
し

つ
つ
あ
る
こ
と
を
語
り
、
近
畿
と
交
流
の
多

い
地
域
で
い
ち
早
く
そ
う
な

っ

た
の
で
あ
ろ
う
。

ノ
　
ガ
の
表
現
面
で
の
尊
卑
に
つ
い
て
は
、
神
部
宏
泰

（
一
九
八
二
）
に

島
根
県
の

「主
部
」
項
に
次
の
よ
う
に
あ
る
ｃ

当
該
地
域
で
は

「
～
ガ
」
と
あ
る
の
が

一
般
で
あ
る
が
、
出
雲
　
隠
岐

近
世
中
頃
の
中
国
地
方
山
問
部
に
お
け
る
格
助
詞
ノ
と
ガ
の
用
法

の
う
ち
に
、
「
～
ノ
」
の
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
　
そ
の

一
例
で
あ
る
．

バ
ー
サ
ン
ノ
　
ゴ
ザ

ッ
　
カ
ノ
。
（お
ば
あ
さ
ん
が
い
ら

つ
し
ゃ
る

か
ね

））
〈隠
岐
島
後
例
）

こ
の

「
ヽ
ノ
」
は
、
か
つ
て
の
中
央
語
で
も
著
し
い
、
尊
敬
の
表
現
法

で
あ
る
．
が
、
現
状
で
は
、
隠
岐
で
も
、
島
後
の
北
部
に
見
ら
れ
る
に

す
ぎ
ず
、
す
で
に
衰
微
の
相
が
明
ら
か
で
あ
る
）^
■
一
二
二
頁
、
例
文

ア
ク
セ
ン
ト
略
）

全
国
視
野
で
は
、
藤
原
与

一

（二
〇
〇
二
）
に

「
ヽ
ノ
」
主
部
表
現
敬
語
法
に
つ
い
て
、
鹿
児
島
県
地
方
、
中
国
地
方

山
陰
路

（例
示
は
島
根
県
出
雲
）
、
隠
岐

（神
部
宏
泰
氏
の
報
告
に
よ

る
）
、
広
島
県
安
芸
北
部
、
さ
ら
に

「
東
に
た
ど

っ
て
も
、
諸
所
に
」

と
し
て
京
都
府
丹
後
、
ま
た
但
馬
南
部
、
そ
し
て

「
山
陰
道
を
は
な
れ

る
と
、
も
は
や
、
『
ノ
　
ガ
一
で
の
敬
非
表
現
別
は
聞
か
れ
な
い
よ
う

で
あ
る

（
一
一
八
頁
）

と
し
、
例
外
と
し
て
東
京
都

人
丈
島
の
例

（
一全
国
方
言
資
料
』
か
ら
）
を

あ
げ
て
い
る
）
な
お
、
他
に
内
間
直
仁

（
一
九
九
四
）
に
よ
れ
ば
沖
縄
で
は

各
種
の
か
た
ち
で
表
現
分
け
が
盛
ん
な
地
域
も
多
く
、
山
田
敏
弘

（
一
九
九

八
）
に
よ
れ
ば
宮
山
県
五
箇
山
　
岐
阜
県
白
川
郷
に
も
見
ら
れ
、
彦
坂

（二

〇
〇
六
）
で
は
近
世
末
期
の
上
佐
に
も
連
体
格
で
の
そ
れ
が
あ

つ
た
と
し

た
ｃこ

れ
ら
を
見
る
と
、
表
現
面
で
の
尊
卑
傾
向
は
、
西
日
本
に
特
徴
的
な
こ

と
で
あ
り
、
今
Ｈ
そ
れ
が
西
部
末
端
を
除
き
ほ
と
ん
ど
衰
退
し
て
い
る
こ
と

を
語
る
。
か
つ
て
中
央
語
と
し
て
近
畿
に
あ

っ
た
も
の
が
各
地
に
伝
播
し
、

一
五



し
か
し
そ
の
後
き
え
、
中
央
の
近
畿
で
も
江
戸
で
も
近
世
後
期
に
は
尊
卑
表

現
は
消
滅
し
て
い
る
ｃ

こ
の
模
様
に
、
先
の
近
世
期
二
資
料
か
ら
え
ら
れ
た
点
を
ぶ
つ
け
る
と
、

次
の
よ
う
な
こ
と
が
分
か
る
。

（
１
）
中
国
地
方
山
問
部
に
お
い
て
、
主
格
ガ
は
近
世
中
頃
に
は
す
で
に
主

文
の
主
格
表
現
が
行
き
渡
り
、
連
体
修
飾
節
内
は
ノ
が
主
で
は
あ
る

が
、
ガ
も
幾
ら
か
進
出
を
始
め
て
い
る
ｃ
こ
の
進
出
面
は
今
日
の
様

子
を
語
る
Ｇ
Ａ
Ｊ
の
準
備
調
査
で
は
明
確
で
は
な
か

っ
た
ｃ
本
調
査

く
い
い
の
細
か
な
地
点
数
な
ら
現
れ
て
き
た
か
も
知
れ
な
い
ｃ

（２
）
表
現
面
で
の
尊
卑
は
、
こ
の
二
資
料
に
い
く
ら
か
現
れ
て
、
中
世
国

語
史
の
そ
れ
に
類
す
る
言
い
分
け
が
ま
だ
残
存
し
て
い
た
と
思
わ
れ

る
ｃ
し
か
し
、
大
勢
は
す
で
に
ノ
連
体
格
　
ガ
主
格
の
分
担
傾
向
が

主
流
で
あ

っ
た

）^

以
下
は
今
後
の
課
題
で
も
あ
る
が
、
こ
れ
を
全
国
視
野
の
中
で
見
る
と
ど

う
な
ろ
う
か
）́

今
日
の
分
布
に
よ
れ
ば
、
（
ア
）
文
法
面
の
ガ
主
格
独
立
文
、
（イ
）
表
現

面
の
尊
卑
の
言
い
分
け
は
、
後
者
は
局
地
的
で
は
あ
る
が
、
西
日
本
に
地
域

的
変
容
を
起
こ
し
て
い
る
ｃ
そ
し
て

（
ア
）
文
法
面
は
新
し
い
動
向
、
（イ
）

表
現
面
は
か
つ
て
の
名
残
で
あ
り
、
新
旧
が
地
域
的
な
分
化
模
様
を
呈
し
て

認
め
ら
れ
る
　
こ
れ
が
東
日
本
に
な
る
と
、
関
東
中
央
地
域
は

（
ア
）
文
法

面
で
ガ
主
格
表
示
と
な
る
が
、
独
立
文
の
主
格
表
示
は
ゼ
ロ
の
地
域
も
多

く
、
連
体
格
表
示
の

一
部
が
欠
け
る
地
域
す
ら
あ
り

（「
お
れ
φ
十
ぬ
ぐ
い
」

近
世
後
期
庄
内
郷
土
本
の
例
、
ま
た
Ｇ
Ａ
Ｊ
第

一
三
図

「
お
れ
の
手
ぬ
ぐ

一
六

い
」
の
秋
田
　
津
軽
地
方
）
、
そ
し
て

（イ
）
の
地
域
は
ま
ず
無
い
。

当
該
二
資
料
の
舞
台
は
こ
の
西
日
本
に
位
置
し
、
（
ア
）
文
法
面
で
は
近

畿
地
方
と
よ
く
似
て
ガ
主
格
明
示
が
進
み
、
（イ
）
表
現
面
で
は
古
代
語
的

な
尊
卑
表
現
が
い
く
ら
か
残
る
と

い
う
、
西
日
本
で
中
間
的
な
進
度
に
あ

る
ｃ
そ
れ
に
し
て
も
山
間
部
に
あ
り
な
が
い

（ア
）
の
ガ
主
格
用
法
が
ほ
ぼ

上
方
　
江
戸
と
同
じ
程
度
に
浸
透
し
て
い
る
こ
と
は
幾
弓
か
驚
き
で
あ
る

（上
方
　
江
戸
の
模
様
の
詳
し
い
点
は
こ
こ
で
は
桑
山
の
も
の
に
従

い
、
詳

細
は
述
べ
な
い
ヽ

最
後
に
、
こ
の
地
方
に
お
け
る
ガ
主
格
表
示
の
進
行
の
早
さ
が
何
に
よ
る

の
か
の
点
が
あ
る
、
そ
の
要
因
は
す
ぐ
に
は
思
い
つ
か
な
い
が
、
こ
の
地
域

は
、
早
く
か
ら
山
陰
と
山
陽
を
結
ぶ
広
島
―
浜
田
の
街
道
付
近
で
あ
り
、
東

部
に
は
江
の
川
の
海
運
も
あ
り
、
同
じ
く
近
世
期
に
は
山
陰
の
石
見
銀
山
か

ら
三
次
を
経
て
尾
道
に
出
る
街
道
、
ま
た
中
国
山
地
を
東
西
に
貫
く
新
見
―

庄
原
―
三
次
―
広
島
の
街
道
も
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
は
瀬
戸
内
海
に
も
面
し
て

い
る
ｃ
近
畿
か
ら
新
し
い
こ
と
ば
の
動
向
が
瀬
戸
内
海
や
東
西
に
走
る
街
道

を
経
て
、
中
国
地
方
山
間
部
に
も
案
外
に
早
く
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
は
な

い
か
こ引

用
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Ｃ
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。
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